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ニ
ュ
ー
ス

講
座
・
教
室

講
座
・
講
演

お
　
　
礼

募
　
　
集

催
し・イ
ベ
ン
ト

お
知
ら
せ

国
民
年
金
だ
よ
り

お知らせ

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

　

国
民
年
金
は
、
老
後
や
い
ざ
と

い
う
と
き
の
生
活
を
、
現
役
世
代

み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え

で
つ
く
ら
れ
た
仕
組
み
で
す
。

　

具
体
的
に
は
、
若
い
と
き
に
公

的
年
金
に
加
入
し
保
険
料
を
納
め

続
け
る
こ
と
で
、
老
後
や
、
病
気

や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
、

家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な
っ
た
と

き
に
、
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。

▼
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

☟
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま

す
。

　

国
民
年
金
は
、
20
～
60
歳
ま
で

の
人
が
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め

る
制
度
で
す
。
国
が
責
任
を
持
っ

て
運
営
す
る
た
め
、
安
定
し
て
い

て
、
年
金
の
給
付
は
生
涯
に
わ

た
っ
て
保
障
さ
れ
ま
す
。

☟
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん

　

国
民
年
金
に
は
、
老
後
の
老
齢

年
金
の
ほ
か
障
害
年
金
や
遺
族
年

金
も
あ
り
ま
す
。
障
害
年
金
は
、

病
気
や
事
故
で
障
害
が
残
っ
た
と

き
に
受
け
取
れ
ま
す
。
ま
た
遺
族

年
金
は
、
加
入
者
が
死
亡
し
た
場

合
、
そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を

維
持
さ
れ
て
い
た
遺
族
（
子
の
あ

る
配
偶
者
や
子
）
が
受
け
取
れ
ま

す
。

▼
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
の
方
は
一
般
に
所
得
が
少

な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度

で
す
。

　

対
象
と
な
る
学
生
は
、
学
校
教

育
法
に
規
定
す
る
大
学（
大
学
院
）、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専

門
学
校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学

校
（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る

課
程
）、
一
部
の
海
外
大
学
の
日

本
分
校
に
在
学
す
る
方
で
す
。

▼
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
方
で
、

ご
本
人
及
び
配
偶
者
の
所
得
が
一

定
額
以
下
の
場
合
に
、
国
民
年
金

保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制

度
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
西
年
金
事
務
所

８
７
５

－

１
７
１
７

お知らせ

平
成
26
年
度
合
同
公
売
会

in 

佐
川
の
開
催
に
つ
い
て

　

滞
納
処
分
に
よ
り
差
押
え
た
財

産
を
佐
川
町
及
び
南
国
・
香
南
・

香
美
租
税
債
権
管
理
機
構
と
合
同

で
入
札
及
び
せ
り
売
り
に
よ
る
公

売
会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時

　

１
月
17
日
（
土
）
９
時
～

　
　

１
回
目
入
札
開
始／

９
時
30
分

　
　

２
回
目
入
札
開
始／

10
時
20
分

　
　

せ
り
売
り
開
始

／
11
時
10
分

　
　

３
回
目
入
札
開
始／

11
時
50
分

　
　

再
入
札
開
始

／
12
時
40
分

▼
場
所

　

佐
川
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　

（
佐
川
町
甲
３
５
６
番
地
２
）

▼
必
要
な
も
の

①
購
入
代
金
（
当
日
一
括
払
い
）

②
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、

被
保
険
者
証
な
ど
）

③
印
鑑
（
法
人
の
場
合
代
表
者
印
）

■
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課

８
９
３

－

１
１
１
８

お知らせ

水
道
管
の

凍
結
防
止
に
つ
い
て

▼
凍
結
し
や
す
い
水
道
管

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に

な
る
と
、
水
道
が
凍
結
し
水
道
管

破
裂
な
ど
の
事
故
が
多
く
な
り
ま

す
。
特
に
水
道
管
が
次
の
よ
う
な

場
所
に
あ
る
場
合
は
、
防
寒
対
策

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
場
所

○
北
向
き
の
寒
い
場
所

○
日
照
時
間
の
短
い
場
所

○
風
当
た
り
の
強
い
場
所

▼
水
道
管
の
凍
結
防
止
方
法

　

水
道
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て

い
る
部
分
や
蛇
口
部
分
は
破
裂
し

や
す
い
の
で
、
上
部
ま
で
完
全
に

保
温
材
を
巻
き
付
け
、
保
温
材
が

濡
れ
な
い
よ
う
に
、
上
か
ら
ビ

ニ
ー
ル
な
ど
を
巻
い
て
く
だ
さ
い
。

保
温
材
は
市
販
の
物
も
あ
り
ま
す

が
、
身
近
な
物
と
し
て
毛
布
や
布

で
代
用
で
き
ま
す
。

▼
水
道
管
が
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　

気
温
の
上
昇
に
よ
り
自
然
に
解

凍
す
る
の
を
待
つ
か
、
タ
オ
ル
や

布
な
ど
を
か
ぶ
せ
て
、
そ
の
上
か

ら
「
ぬ
る
ま
湯
」
を
ゆ
っ
く
り
と

か
け
て
解
凍
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
水
道

管
や
蛇
口
が
破
裂
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
で
も
水
が
出
な
い
場
合
は
、

蛇
口
を
必
ず
閉
め
て
自
然
に
溶
け

る
の
を
待
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
破
裂
し
た
ら

　

水
道
メ
ー
タ
ー
手
前
の
止
水
栓

を
締
め
て
応
急
処
置
を
し
、
い
の

町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

（
い
の
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
に
つ
い
て
は
上
下
水
道
課
水

道
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。）

　

水
道
メ
ー
タ
ー
以
降
の
水
道
施

設
の
修
理
に
か
か
る
費
用
は
、
所

有
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課８

９
３

－

１
９
２
０

　

吾
北
総
合
支
所
建
設
課　

８
６
７

－

２
３
１
５

　

本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課

８
６
９

－

２
１
１
５


